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光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト 

特
集

皆
さ
ん
は
、も
う
今
年
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
ご
覧
に
な
り
ま
し
た

か
。仙
台
の
冬
の
風
物
詩「
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」も

今
年
で
25
年
目
。12
月
３
日
㈮
よ
り
点
灯
と
例
年
よ
り
も
開
催
期

間
が
延
長
さ
れ
、12
月
の
仙
台
の
夜
空
を
幻
想
的
な
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
照
ら
し
出
し
て
い
ま
す
。

12月の主なイベント紹介
各地のイベントへ出かけよう！！

会○時○
問○
電○

会場開催時間
問い合わせ先
電話番号

会○サン・ファンパーク時○10：30～14:30 問○サン・ファン館 電○0225-24-2210

第83回　　　　　 
サン・ファン感謝デー「海苔と牡蠣フェスタ」

焼海苔の無料配布や格安販売、焼きガキの無料試食、海苔汁（カキ入り）の販売や殻付きカキつめ放
題などを実施。お楽しみ抽選会や地場産品販売などもある。

19
㈰

石
巻
市

会○せんだいメディアテーク1階オープンスクエア時○11：30～20：00（23日は14：00まで、最終日は18：00まで）
問○せんだいメディアテーク 電○022-713-4483

せんだいメディアテーク
smtオープンカフェ　　「光のひろば」

仙台を拠点に活動する2組のアーティスト、WOW（ビジュアルデザインスタジオ）とOGATA（家具・空
間デザイン）による、雪と光をテーマにした作品展示。

23
（木・祝）

~

26
㈰

仙
台
市

会○女川町地方卸売市場時○9：00～13：00 問○女川町水産農林課 電○0225-54-3131

女川町水産まつり

新鮮な魚介類や水産加工品を浜値で販売。サンマすり身汁、カキ汁、カキ炭火焼きが無料提供され
るほか、模擬セリや空クジなしの大抽選会などのイベントも盛りだくさん。

26
㈰

女
川
町

会○小牛田駅前公園・商工会駐車場時○7：00～9：00 問○小牛田朝市運営委員会 電○0229-32-1106

小牛田朝市「歳の市」

年の瀬が近づくと開かれるのが毎年恒例の歳の市。約30年の歴史がある。しめ飾りや餅、花、海産物
などたくさんの露店が並ぶ。

26
㈰

美
里
町

会○岩沼市市民会館時○開場14：30、開演15：00 問○岩沼市市民会館 電○0223-23-3450

みんなで　
歌う第九の会第24回 第九演奏会

26
㈰

岩
沼
市

会○志津川魚市場時○9：00～13：00 問○南三陸時間旅行サポートセンター 電○0226-47-2550

祭旅・南三陸「志津川湾おすばで祭り」

南三陸町の年の瀬の一大イベントとして定着。年越しや正月準備に欠かせない新鮮な魚介類や農産
物、正月用品などが所狭しと並べられ、大勢の買い物客で賑わう。

29
㈬

南
三
陸
町

会○蕪栗沼時○14：50～18：30 問○公園の中の宿ロマン館 電○0229-39-2424

マガンのねぐら入り観察会
料金：大人2,000円、中学生以下1,000円（要予約）
蕪栗沼の日の入り前後に見られる情緒的なマガンのねぐら入り風景を観察する日帰りイベント。夕日
をバックに、多いときで数万羽のマガンのねぐら入りが見られる。

26
㈰

大
崎
市

料金：指定席3,500円、自由席3,000円
今年で第24回となる、みんなで歌う第九の会団員による第九演奏会。仙台フィル管弦楽団の演奏と
ともに年末、高らかに歌い上げる。市内外から毎年多くの愛好者が出演している。

10
月
か
ら
実
施
し
て
き
た
今

回
の「
仙
台
・
宮
城【
伊
達
な
旅
】

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」も
い
よ
い
よ
今

月
末
で
終
了
と
な
り
ま
す
。皆

さ
ま
へ
の
感
謝
を
込
め
て
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
イ
ベ
ン

ト
を
12
月
27
日
㈪
13
時
よ
り
、Ｊ

Ｒ
仙
台
駅
2
階
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
前
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
開
催
い

た
し
ま
す
。当
日
は
閉
幕
セ
レ
モ

ニ
ー
の
ほ
か
、ち
ょ
っ
ぴ
り
プ
レ

ゼ
ン
ト（
数
量
限
定
）も
用
意
し

て
い
ま
す
。伊
達
武
将
隊
や
、む

す
び
丸
も
登
場
し
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

東
北
新
幹
線
八
戸

－

新
青
森

間
が
開
業
し
た
４
日
㈯
、Ｊ
Ｒ
仙

台
駅
も
東
北
新
幹
線
全
線
開
業

を
祝
う
出
発
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
大

勢
の
鉄
道
フ
ァ
ン
ら
が
見
守
る

中
、奥
山
恵
美
子
仙
台
市
長
ら
が

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、仙
台
駅

か
ら
新
青
森
駅
行
き
の
一
番
列
車

で
あ
る
６
時
40
分
発
の「
は
や
て

95
号
」を
見
送
り
ま
し
た
。ホ
ー

ム
で
は
、む
す
び
丸
や
、ま
さ
む

ね
く
ん
、め
ご
ち
ゃ
ん
、お
も
て

な
し
集
団「
伊
達
武
将
隊
」も
見

送
り
、津
軽
三
味
線
ト
リ
オ「
柴

田
三
兄
妹
」も
演
奏
を
披
露
し
ま

し
た
。開
業
に
伴
い
、仙
台
駅

－

新
青
森
駅
間
が
最
短
で
１
時
間

41
分
で
結
ば
れ
、ぐ
っ
と
青
森
が

身
近
な
存
在
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は「
光
の
和
、

想
い
を
ひ
と
つ
に
！
」。一
人
ひ
と

り
の
夢
と
希
望
の
光
が
街
の
至

る
と
こ
ろ
で
輝
き
ま
す
。グ
リ
ー

ン
電
力
を
利
用
し
、消
費
電
力
が

少
な
く
、あ
た
た
か
な
色
を
出
す

｢

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ
光
の
ペ
ー
ジ
ェ

ン
ト｣

仕
様
の
約
55
万
球
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
電
球
を
使
用
。や
わ
ら
か
な
光

が
杜
の
都
・
仙
台
の
夜
を
や
さ
し

く
包
み
込
み
ま
す
。

期
間
中
、毎
日
行
わ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
が「
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
・
ウ
イ
ン

ク
」。光
が
ウ
イ
ン
ク
す
る
よ
う
に

ケ
ヤ
キ
並
木
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
一
瞬
だ
け
消
灯
し
ま
す
。再

点
灯
し
、イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が

輝
き
出
す
様
子
に
は
大
歓
声
が

起
こ
り
ま
す
。定
禅
寺
通（
東
二

番
丁
通
〜
市
民
会
館
前
）で
18

時
・
19
時
・
20
時
の
１
日
３
回
。見

逃
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
※
23
日
㈭
㈷
の
み
時
間
変
更
あ
り
）

た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
す
る

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン

ト
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
、ス
タ
ー
ラ

イ
ト
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー「
サ
ン
タ
の

森
の
物
語
」 

は
、23
日
㈭
㈷
に
開

催
さ
れ
ま
す
。応
募
者
た
ち
が
17

時
30
分
か
ら
19
時
40
分
ま
で
、サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
や
ト
ナ
カ
イ
に
変

身
し
て
定
禅
寺
通（
東
二
番
丁
通

か
ら
晩
翠
通
間
）の
光
の
ト
ン
ネ

ル
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
す
。参
加
す

る
方
も
、見
て
い
る
方
も
、み
ん

な
が
楽
し
め
る
夢
の
あ
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

会
場
の
各
ブ
ー
ス
で
は
音
楽

演
奏
や
ダ
ン
ス
な
ど
演
技
も
行

わ
れ
る
な
ど
見
ど
こ
ろ
満
載
。

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
方
々
も

参
加
し
、子
供
た
ち
や
楽
し
げ
に

パ
レ
ー
ド
す
る
た
く
さ
ん
の
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
た
ち
が
、仙
台
の

冬
の
街
を
明
る
く
、そ
し
て
楽
し

く
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。楽
し
み
で
す
ね
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

フ
ァ
イ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト

仙
台
駅
で
開
催

12/27㈪ 米
作
り
か
ら
、水
・
酒
造
元
ま

で
の
す
べ
て
を
仙
台
に
こ
だ
わ

り
抜
い
た
地
酒
、純
米
吟
醸「
仙

薹 

驛
政
宗
」（
せ
ん
だ
い
え
き
ま

さ
む
ね
）」が
東
北
新
幹
線
全
線

開
業
に
合
わ
せ
て
、12
月
４
日
㈯

か
ら
Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
限
定
で
販
売
。

駅
構
内
の
飲
食
店
15
店
舗
で
も

お
料
理
と
一
緒
に
味
わ
え
ま
す
。

岩
出
山
伊
達
家
の
下
屋
敷
・
隠

居
所
と
し
て
建
て
ら
れ
、学
問
所

と
し
て
使
用
さ
れ
た
旧
有
備
館
。

庭
園
と
と
も
に
国
指
定
史
跡
・
名

勝
に
指
定
さ
れ
、風
情
豊
か
な
美

し
さ
が
楽
し
め
ま
す
。

来
年
２
月
中
頃
ま
で
は
、伊
達

家
の
正
月
膳
を
紹
介
す
る
企
画

展
を
開
催
中
。ま
た
岩
出
山
の
特

産
品
を
生
か
し
現
代
風
に
ア
レ

ン
ジ
し
た
正
月
膳
が「
割
烹 

榮

や
」で
味
わ
え
ま
す
。

秋
保
温
泉
に
、こ
の
冬
、各
調

理
長
自
慢
の
メ
ニ
ュ
ー
を
気
軽
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る「
森
の
温

泉
ラ
ン
チ
」が
登
場
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、旅
館
組
合
加
盟
ホ
テ
ル

の
調
理
長
が
集
ま
り
結
成
し
た

研
究
会「
森
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
」の

取
り
組
み
で
す
。新
た
な
秋
保
温

泉
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

ま
す
。期
間
は
、来
年
の
2
月
28

日
㈪
ま
で
。ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に

秋
保
温
泉
郷
へ
足
を
の
ば
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

宮
城
県
産
の
旬
の
カ
キ
を
た

ら
ふ
く
味
わ
い
な
が
ら
、松
島
湾

を
遊
覧
し
て
み
ま
せ
ん
か
。か
き

鍋
ク
ル
ー
ズ
が
今
年
も
始
ま
り

ま
し
た
。松
島
湾
の
景
色
を
楽
し

み
な
が
ら
、あ
つ
あ
つ
の
カ
キ
鍋

や
カ
キ
フ
ラ
イ
、焼
き
ガ
キ
、カ

キ
酢
と
カ
キ
三
昧
。松
島
観
光
桟

橋
発
着
の
周
遊
コ
ー
ス
と
、片
道

の
塩
釜
発
・
松
島
観
光
桟
橋
発
の

コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

全
国
有
数
の
生
食
用
カ
キ
の

生
産
を
誇
り
、近
代
養
殖
カ
キ
の

発
祥
の
地
で
も
あ
る
石
巻
市
。い

し
の
ま
き「
牡
蠣
の
郷
」協
議
会

で
は
、『
牡
蠣
の
郷
』と
し
て
、石

巻
を
全
国
に
発
信
し
て
い
く
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
来
年
の
２
月
28
日
㈪

ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

期
間
中
は
市
内
の
料
理
店
や

寿
司
屋
、菓
子
店
が
自
慢
の
カ
キ

料
理
を
提
供
。「
牡
蠣
味
噌
」な
ど

の
景
品
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

仙
南
地
域
の
お
い
し
い
食
材

を
多
く
の
方
に
味
わ
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
生

ま
れ
た「
み
や
ぎ
蔵
王
弁
当
」が

発
売
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
駅
弁
は
、

「
蔵
王
」の
ふ
も
と
で
育
ま
れ
た

食
材
と
、作
り
手
の
笑
顔
を
伝
え

よ
う
と
地
元
の
温
泉
旅
館
の
女

将
さ
ん
や
生
産
者
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
の
皆
さ
ん
で
取
り
組

ん
で
き
て
で
き
た
も
の
。Ｊ
Ｒ
仙

台
駅
と
白
石
蔵
王
駅
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

仙
台
エ
キ
ナ
カ
限
定
販
売

純
米
吟
醸「
仙せ

ん

臺だ
い 

驛え
き

政ま
さ

宗む
ね

」

Ｊ
Ｒ
仙
台
駅

旧
有
備
館
及
び
庭
園
と

伊
達
家
の
正
月
膳

大
崎
市  

岩
出
山

「
森
の
温
泉
ラ
ン
チ
」

 

〜
ご
ち
そ
う
日
和
〜

仙
台
市  

秋
保
温
泉

か
き
鍋
ク
ル
ー
ズ

塩
竈
市
・
松
島
町

「
牡
蠣
の
郷
」い
し
の

ま
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

石
巻
市

「
み
や
ぎ
蔵
王
弁
当
」

 

販
売

仙　

南

祝賀ムードいっぱいに包まれたJR仙台駅での出発式。

市
内
循
環
バ
ス「
る
ー
ぷ
る
仙

台
」も
、光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
期

間
中
は
、「
る
ー
ぷ
る
仙
台
・
光
の

ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
号
」と
し
て
特
別

運
行
さ
れ
ま
す
。

定
禅
寺
通
と
青
葉
通
区
間
を

ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
点
灯
時
間
・
点
灯

エ
リ
ア
に
あ
わ
せ
て
運
行
。ケ
ヤ

キ
並
木
の
光
の
ト
ン
ネ
ル
を
、レ

ト
ロ
な
車
体
の「
る
ー
ぷ
る
仙
台
」

に
乗
っ
て
眺
め
る
な
ん
て
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
で
す
ね
。

光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
号
は
17
時

30
分
発
か
ら
、１
日
９
便
運
行
、

最
終
便
は
20
時
発
で
す
。乗
り
場

の
仙
台
駅
西
口
バ
ス
プ
ー
ル
を

起
点
に
１
周
約
50
分
で
入
れ
替

え
制
と
な
り
ま
す
。23
日
㈭
㈷
は

「
サ
ン
タ
の
森
の
物
語
」実
施
の

た
め
運
休
で
す
。皆
さ
ん
も
車
窓

か
ら
幻
想
的
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
眺
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
玄
関

口
、Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
で
も
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
お
出
迎
え
。光
の

ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
先
駆
け
て
、12

月
1
日
㈬
か
ら「
光
の
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ

Ａ
Ｉ 

Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」と
し

て
Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
西
口
ペ
デ
ス
ト

リ
ア
ン
デ
ッ
キ
で
幻
想
的
な
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
点
灯
し
て

い
ま
す
。昨
年
に
続
く
企
画
と
し

て
、今
年
は
西
口
ペ
デ
ス
ト
リ
ア

ン
デ
ッ
キ
の
植
栽
に
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
装
飾
を
施
す
ほ
か
、ペ
ン

ギ
ン
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
配
置
さ
れ
て

い
ま
す
。Ｉ
Ｃ
乗
車
券「
Ｓ
ｕ
ｉ

ｃ
ａ
」（
ス
イ
カ
）を
か
ざ
す
と
、

音
と
と
も
に
光
が
点
滅
す
る
演

出
も
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
日
17
時
30
分
か
ら
23
時
ま

で
点
灯
さ
れ
、最
終
日
の
31
日
㈮

は
日
付
が
変
わ
る
ま
で
延
長
さ

れ
ま
す
。

当時のお雑煮を現代風にアレンジした
「割烹 榮や」の正月膳1,800円（要予約）。 0229-72-0018

仙台の水と仙台の米で仙台の酒造元が造った、
仙台づくしの純米吟醸酒。720ml、1,890円

1個1,000円。おむすび3種は「七ヶ宿源流米やまのしずく」使用。
※JR白石蔵王駅の場合は、2日前まで予約が必要です。

キャンペーン参加店など詳しい情報は、いしのまき「牡蠣の郷」協
議会サイトへ　http://www.kakinosato.net/

旧有備館及び庭園。観覧時間は8：30～
17：00（最終入場は16：30）。料金は一般
300円。お問い合わせは、0229-72-1344

料金は大人3,400円。乗船には予約が必要です。
松島ベイクルーズ　022-366-5111
丸文松島汽船　022-365-3611

料金は各旅館一律2,500円。事前予約が必要です。
提供施設：きよ水、クレセント、佐勘、ニュー水戸屋、岩
沼屋、蘭亭、緑水亭、華乃湯※各施設で詳細が異なり
ますので、詳しくは各旅館へお問い合わせください。
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「クレセント」メニュー例
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